
     

      

                  

     

              

              

こ
ま
っ
た
も
ん
だ(

獣
害
被
害) 

 

六
月
一
日
の
朝
、
水
回
り
に
行
っ
た
と

こ
ろ
、
我
が
家
の
田
ん
ぼ
の
育
ち
盛
り
の

稲
が
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
無
性
や
た
ら
と
食

い
荒
ら
さ
れ
て
い
た
。 

写
真
右
上
が
正
常
な
早
苗
、
。
下
は
刈

っ
た
よ
う
に
食
べ
ら
れ
た
状
況
。
左
上
は

所
ど
こ
ろ
抜
き
取
ら
れ
た
状
況
。
下
は
抜

き
取
ら
れ
た
稲
。 

獣
害
対
策
と
し
て
、
平
成
二
十
九
年
度

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
自
立
施

工
侵
入
防
止
柵
事
業
の
採
択
を
受
け
、
千

枚
田
を
真
正
面
に
見
る
左
方
面
と
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
か
ら
天
王
橋
下
付
近
ま
で
は

侵
入
防
止
柵
を
設
置
し
た
が
、
古
宿
か
ら

中
島
に
か
け
て
は
防
獣
電
気
柵
で
個
人

対
策
の
手
段
を
講
じ
た
も
の
の
、
害
獣
の

イ
ノ
シ
シ
は
豚
コ
レ
ラ
の
影
響
で
極
端

に
減
少
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
拡
大
が
顕
著
で
、

個
体
は
跳
躍
力
に
す
ぐ
れ
、
群
れ
も
形
成

す
る
ま
っ
た
く
の
厄
介
者
で
あ
る
。 

食
生
も
ど
ん
ど
ん
進
化
し
、
植
え
付
け

ら
れ
た
稲
が
旨
い
と
か
、
稲
穂(

実)

の
旨

さ
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
と
思
う
と
、

ゾ
っ
と
す
る
。 

 

今
、
ホ
タ
ル
の
シ
ー
ズ
ン
で
、
毎
夜
、

ホ
タ
ル
の
撮
影
の
行
き
帰
り
に
は
古
宿

付
近
で
必
ず
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
出
く
わ
す
。 

困
っ
た
も
ん
だ
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
… 

          

被
害
は
農
作
物
に
留
ま
ら
ず
、
天
然
記

念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
生
息
域
に

も
大
き
な
影
響

が
生
じ
て
い
る
。 

〇
好
物
で
あ
る

餌
場(

ア
オ
キ)

の
消
失
。 

〇
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
攻
撃
で
ほ
と

ん
ど
の
個
体
が

大
き
な
傷
を
負

っ
い
る
。
等
々
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 225 号  

 

6 月 4 日開催予定であった「お田植感謝の夕べ」～みんな

で灯そう千枚田～はコロナ感染症対策を鑑み、苦渋の結果 5

月 22日午後 6時に中止の判断をいたしました 

中 止

 



 

環
境
整
備
活
動 

 
五
月
二
十
八
日
、
保
存
会
は
「
千
枚
田

入
口
付
近
と
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
草
刈
り

を
行
っ
た
。 

 

本
来
な
ら
「
お
田
植
感
謝
の
夕
べ
」
の

環
境
整
備
を
兼
ね
て
の
活
動
で
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、

草
刈
り
作
業
の
み
と
な
っ
た
。 

 

毎
年
、
同
じ
時
期
に
実
施
し
て
い
る
が
、

今
年
は
、
例
年
に
比
べ
、
ス
ス
キ
な
ど
の

雑
草
が
小
さ
い
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
が
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

や
ス
ス
キ
、
イ
タ
ド
リ
を
食
べ
た
等
々
、

興
味
あ
る
話
題
が
会
員
か
ら
続
出
し
た
。 

               
 

     

田
の
草
取
り
＆
梅
取
り 

 

六
月
二
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

生
は
五
月
十
二
日
に
植
え
た
田
ん
ぼ
の

草
取
り
を
行
っ
た
。
学
生
た
ち
は
自
ら
植

え
た
稲
の
生
長
の
速
さ
に
感
動
、
生
育
調

査
や
田
の
草
取
り
を
真
剣
に
行
っ
た
。 

 

田
の
草
取
り
を
終
え
た
学
生
は
、
梅
を

収
穫
。
梅
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
レ
シ
ピ
の
教

材
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。 

続 

こ
ま
っ
た
も
ん
だ(

獣
害
被
害) 

 

六
月
七
日
未
明
、
古
宿
か
ら
佐
賀
あ
た

り
の
多
く
の
田
ん
ぼ
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が

侵
入
、
育
ち
盛
り
の
稲
を
食
い
荒
ら
し
た
。

防
獣
電
気
柵
を
物
と
も
せ
ず
飛
び
越
え

た
り
、
突
き
破
っ
た
り
し
て
侵
入
、
傍
若

無
人
な
振
る
舞
い
が
、
目
に
余
る
。 

 

耕
作
者
は
再
度
の
侵
入
被
害
を
想
定
、

防
獣
電
気
柵
の
補
強
、
ま
た
、
漁
網
や
テ

ー
プ
を
張
り
巡
ら
し
、
対
策
に
大
わ
ら
わ

で
あ
る
。 

校
外
学
習 

 

六
月
九
日
、
市
内
八
名
小
学
校
五
年
生

(

三
十
三
名)

は
校
外
学
習
の
一
環
と
し

て
鳳
来
寺
山
と
四
谷
の
千
枚
田
の
自
然
、

文
化
、
歴
史
を
学
ん
だ
。 

 

児
童
た
ち
は
太
古
の
昔
、
地
殻
変
動
の

地
を
先
人
た
ち
が
築
い
た
千
枚
田
の
労

苦
や
、
景
観
に
圧
倒
。
移
殖
さ
れ
た
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
や
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
、
ま
た
、

ホ
タ
ル
な
ど
の
話
に
興
味
深
々
、
有
意
義

な
校
外
学
習
と
な
っ
た
。 

                   

ホ
タ
ル
舞
う
「
和
の
里
」
千
枚
田 

 

平
成
二
十
二
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た

COP10

を
契
機
に
ホ
タ
ル
の
舞
う
環
境
づ

く
り
を
地
道
に
行
っ
た
結
果
、
今
年
も
多

く
の
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
み
る
こ
と
が
で

き
た
。 

                   

ま
た
、
平
成
十
四
年
に
実
施
し
た
親
子

観
察
会
で
移
殖
し
た
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

も
多
く
の
産
卵
を
確
認
し
た
。 

 

自
然
も
、
何
事
も
「
手
心
」
を
加
え
れ

ば
可
能
で
あ
る
こ
と
が
多
様
性
に
富
ん

だ
四
谷
の
千
枚
田
で
実
証
さ
れ
た
。 

    

行 
 

令

和

四

年

六
月

十

五

日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


